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１．はじめに  

鋼床版は薄い鋼板を溶接で組み合わせて製作されるが，

車両通過時に生じる局所的な変形が要因となり，多くの疲

労損傷が報告されている 1)．この疲労損傷に対する適切な

補修・補強を検討する上で，活荷重に対して鋼床版に生じ

るひずみ応答の特徴を把握することが重要である． 

そこで本研究では，供用中の鋼床版橋梁にて，3 軸ひず

みゲージを用いた現場計測を実施し，鋼床版デッキ－トラ

フリブの溶接部に生じるひずみ応答の特徴を分析するこ

とを目的とする． 

 
２．試験概要  

試験橋梁は，3 径間連続鋼床版箱桁橋である．計測領域

は支間中央付近の第一走行車線直下の箱桁内部とし，総重

量が約 25t である 4 軸の試験車両を用いた車両試験走行を

行った． 

計測対象としたトラフリブの形状とひずみゲージの位置を図-1 に示す．本計測では 1 つの計測断面につき

4 か所に 3 軸ひずみゲージを貼付した．デッキプレート下面とトラフリブの両方にそれぞれの溶接止端部から

10mm 離れた位置に貼付した． 

走行試験時には車両の通行止めは行わず，交通量の少ない深夜帯に実施し，試験車両走行時に試験車両以外

の車両走行は無かった． 

 
３．3軸ひずみゲージからの主ひずみ及び角度の算出方法  

最大主ひずみ，最小主ひずみ及び主ひずみの方向は 3 軸ひずみゲージのそれぞれの値から式-(1)~式-(3)を用

いて算出した．なお，主ひずみの方向については車両進入方向を 0°，車両退出方向を 180°とした． 

最大主ひずみ 𝜀𝑚𝑎𝑥 =
1

2
[𝜀𝑎 + 𝜀𝑐 +√2{(𝜀𝑎 − 𝜀𝑏)2 + (𝜀𝑏 − 𝜀𝑐)2}]    (1) 

最小主ひずみ 𝜀𝑚𝑖𝑛 =
1

2
[𝜀𝑎 + 𝜀𝑐 −√2{(𝜀𝑎 − 𝜀𝑏)2 + (𝜀𝑏 − 𝜀𝑐)2}]   (2) 

主ひずみの方向 𝜃 =
1

2
𝑡𝑎𝑛−1 (

2𝜀𝑏−𝜀𝑎−𝜀𝑐

𝜀𝑎−𝜀𝑐
)         (3) 

４．計測結果と考察  

図-2にデッキプレート下面に取り付けたひずみゲージにて計測した橋軸直角方向応答，橋軸方向応答及び，

図-1 Uリブ断面とひずみゲージ取付位置 
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式(1)，式(2)から算出した最大主ひずみと最小主ひ

ずみの算出結果を示す． 

図-2 より，試験車両は 4 軸車を使用したため，

この 4 軸の応答が確認できる．また，最大主ひずみ

εmaxと橋軸直角方向の応答，最小主ひずみ εminと橋

軸方向の応答がそれぞれほぼ一致していることが

確認できる．このことからデッキプレートにおい

ては車両通過時，最大主ひずみを受ける軸はおお

よそ橋軸直角方向であり最小主ひずみを受ける軸

はおおよそ橋軸方向であると推測される． 

図-2 に示した最大主ひずみと最小主ひずみのそ

れぞれの方向を図-3 に示す．車両の通過前から通

過後にかけて主ひずみの方向が変化していること

が確認できる．また，最大主ひずみが最大値を示し

た時刻において，その方向は約 80°~100°，最小主ひ

ずみが最小値を示した時刻において，その方向は約

-10°~10°を示した． 

 
５．まとめと今後の課題 

デッキプレート下面に設置したひずみゲージか

ら計測したひずみデータから最大主ひずみ，最小主

ひずみ及び主ひずみ方向の算出をし，その結果に基

づき考察を行った．その結果，最大主ひずみ εmaxと

橋軸直角方向の応答，最小主ひずみ εminと橋軸方向

の応答がそれぞれほぼ一致していることが確認で

きた．また，最大主ひずみが最大値を示した時刻に

おいて，その方向は約 80°~100°，最小主ひずみが最

小値を示した時刻において，その方向は約-10°~10°

を示した． 

今後は，トラフリブ側において計測したひずみ応答の分析を進め，さらに，SFRC 補強後においても同様な

分析を行うことによって，鋼床版デッキ－トラフリブの溶接部に生じるひずみ応答の特徴を分析する予定で

ある．  
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図-2 橋軸,橋直方向のひずみとεmax,εmin 

図-3 最大主ひずみ方向と最小主ひずみ方向 
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